



































シフト研究の紹介をおこなった。参考文献：Kathryn L. Cottingham and Stephen R. 
Carpenter "Predictive Indices of Ecosystem Resilience in Models of North Temperate Lakes" 





























































チーム長、菅野 洋光 （かんの ひろみつ） 
 
 [要旨] 西アフリカマリ共和国において、JIRCAS のプロジェクト「西アフリカの気
象変動予測の高度化による穀物生産のリスク軽減技術の開発」のもと、2001 年～2004
年まで現地気象観測を行った。マリの南西部の 2 つの村を調査サイトとして選定し、
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 [要旨]  JIRCAS の「西アフリカの気象変動予測の高度化による穀物生産のリスク軽
減技術の開発」プロジェクトでは，2001 年～2003 年にわたり，マリの南西部の 2 つ
の村で農家家計調査と現地気象観測を行った。それぞれの村の各所に設置した 15 台
の雨量計により各圃場の降水量を測定したところ，農家は自分の圃場の降水量変動を
経験的に予測し保険的行動を行っていること，また自分の圃場で少雨を経験した農家
は事後的な所得補償行動をしていること，を確認した。このことは，一つの村という
狭い空間内においても，降水量の変異は大きく，それに対処する農家の行動にも多様
性があること示している。すなわち，地域レベルで定義する「旱魃」は，個々の農家
の経済厚生を必ずしも反映していない可能性がある。 
 
１７：００－１７：３０ 総合討論 
 
